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考
察

城

福

雅

伸

『
唯
識

論
同
学
砂
』
(
以
下

『
同
学
砂
』
と
略
す
)
は
、
日
本
唯
識
思

想
史
上
に
お
い
て
最
も
重
要
と
さ
れ
て
来
た
典
籍
の

一
つ
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
現
時
点
、
知
り
う
る
限
り
で
は

『
同
学
砂
』
そ

の
も
の
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
も
の
は
辞
典
類
や
解
題
等
を
除
い
て
は

稀
で
あ
り
、
『
同
学
砂
』
の
内
容
的
な
研
究
は
も
と
よ
り
、
編
纂

に
拘

る
諸
問
題

に
つ
い
て
も
未
だ

つ
き

つ
め
た
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
様

に
思
わ
れ
る
。

今
回
は
ま
ず

『
同
学
砂
』
を
研
究
す
る
最
初
の

一
歩

と
し
て
、
『
同

学
鋤
』
の
編
纂
上
の
問
題
、
特
に
編
纂
者
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
事
を

中
心
に
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
な
お

『
同
学
砂
』
に
関
す
る

そ
の
他
の
諸
問
題
は
機
会
が
あ
れ
ば
そ
の
折
に
論
じ
た
い
。

『
同
学
砂
』
の
編
纂
者
に
つ
い
て
は
未
だ

一
定
し
た
説
が
な
い
様
に

思
わ
れ
る
。
そ
の
各
説
を
窺
う
と
多
少
の
異
同
は
あ
る
が

『
同
学
砂
』

の
編
纂
に
貞
慶

(
一
一
五
五
-
一
二
一
三
)
が
指
導
、
監
修
あ
る
い
は
編

纂

(集
)
と
い
う
形
で
拘

っ
た
か
否
か
と
い
う
点
で
大
き
く
二
分
で
き

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
論
文
に
お
い
て
は

『
同
学
砂
』
は
そ
の
成
立
段
階
に
於
て
時
間
的

に
早
い
成
立
部
分
に
は
興
玄
の
編
纂
し
た
も
の
が
入

っ
て
い
る
が
、
ほ

ぼ
大
部
分
は
良
算
が
編
纂
し
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
貞
慶
に
関
し

て
は
編
纂
に
ほ
と
ん
ど
拘
ら
な
か
っ
た
と
い
う
立
場
を
と
る
も
の
で
あ

る
。ま

ず
良
算
が

『
同
学
砂
』
の
大
部
分
を
編
纂

し
た
と
い
う
事

に
っ
い

て
は
、

((A)
良
算
は
伝
記
等
今

一
つ
不
明
な
点
が
多
い
学
僧
で
あ
る
が

『
五
教
章

(
1
)
 
(
2
)

通
路
記
』
等
諸
資
料
を
窺
う
と
、
師
の
貞
慶

に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
大

学
僧
で
あ
り
、
力
量
の
点
で
問
題
が
な
い
事
。

(B)

『
同
学
砂
』
の
書
写
者
の

一
人
で
あ
る
範
憲

の
奥
書
に

「
良
算
同
學

(
3
)

砂
」
と
あ
り
、
ま
た
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵

の
清
慶
の
写
本
に
な
る

『
同
学
紗
』
(以
下
龍
大
本
と
略

す
)
の
第
六
巻

に
は

「
良
算
所
撰

(
4
)
 

(
5
)

之
同
學
抄
」
、
「良
算
等
同
學
抄
」
、
「
良
算
等
所
撰
於
之
同
学
紗
」
な

ど
と
記
さ
れ
て
い
る
事
。

(C)

『
同
学
紗
』
の
成
立
当
時
の
奥
書
や
識
語
に
は
良
算
の
名
が
十

一
ゲ
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所
も
見
出
せ
る
が
、
他
に
は
興
玄
の
名
が
二
ヶ
所
存
在
す
る
の
み
で

(
7
)

あ
る
事
。

な
ど
の
理
由
を
あ
げ
た
い
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
良
算
が

『
同
学
鋤
』
の

編
纂
に
拘

っ
た
事
は
、
ま
ち
が
い
な
く
、

そ
の
大
部
分
を
編
纂
し
た
可

能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
興
玄
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た

い
。
『
同
学
紗
』
の
成
立
当
時

の
奥
書
に
良
算
と
共
に
名
を
見
出
し
得
る
の
は
先
の
(
6
)
で
触
れ
た
如
く

興
玄
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て

『
同
学
砂
』
の
編
纂
に
鯉
ハ玄
が
拘

っ
た
事

は
ま
ち
が

い
な
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
良
算
と
興
玄
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
の
分
量
を
編
纂
し

た
の
か
、

ま
た
共
同
し
て
同
時
に
編
纂
に
あ
た

っ
た
の
か
ど
う
か
が
問

題
と
な
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
現
研
究
段
階
で
は
明
確
に
は
出
来
な

い
。
た
だ
も
し
推
論
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

(
8
)

『
同
学
砂
』
の
成
立
当
時
の
奥
書
を
年
代
順
に
並
べ
た
時
、
興
玄
の

奥
書
は

『
同
学
砂
』
中
の
記
名
の
あ
る
成
立
当
時

の
奥
書
十
三
ヶ
所
の

内
、
最
初

の
二
ヶ
所
の
み
に
限
ら
れ
、
し
か
も
二
ヶ
所
と
も
建
久
五
年

(
一
一
九
四
)
に
限
ら
れ
る
事
か
ら
興
玄
の
編
纂
し
た
部
分
は
最
初
期
の

一
部
に
限
ら
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
更
に
興
玄
の
奥
書
の
一
つ
に

「或

守
先
哲
筆
跡
。
或
任
師
匠
遺
訓
。
多
加
愚
謀
。
狸
汗
真
説
。
」
と
い
う

一
文
が
見
え
る
が
、
「師
匠
遺
訓
」
と
い
う
記
述

は
、

こ
の
当
時
既

に
(
1
0
)

興
玄
の
師
が
示
寂
し
て
い
た
事
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
資
料

の
示
す
様

に
興
玄
の
師
が
貞
慶
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
奥
書
の
年
代
で
あ

る
建
久
五
年

(
一
一
九
四
)
に
は
貞
慶

は
示
寂
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
貞
慶
が
示
寂
し
た

の
は
建
暦
三
年

(
一
二
二
ご
)
で

あ
る
か
ら
こ
の
建
久
五
年

(
一
-
九
四
)
に
は
貞
慶

は
存
命
中
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
こ
こ
に
い
う

「
師
匠
」

は
貞
慶
で
は
な
い
と
い

う
事
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
こ
で
も
し
興
玄
が
同
時
に
二
学
匠
以
上
に

仕
え
て
い
な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
興
玄

の
奥
書

が
あ
る

『
同
学

砂
』
の

一
部
分
は
興
玄
が
未
だ
貞
慶
に
師
事
し
て
い
な
い
時
期

の
も
の

と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
良
算
の
奥
書
に
は
例
え
ば

於
法
勝
寺
西
門
邊
抄
。
三
十
講
延
引
之
間
。
宿
所
徒
然
。
伍
於
奈
良
未
沙
汰

(
1
1
)

之
塵
織
而
記
之
。

あ
る
い
は

(
1
2
)

只
是
以
反
蓄
抄
爲
規
模
。
少
少
入
愚
推
畢
。

等
と
記
し
、
良
算
が
単
独
で
編
纂
し
て
い
る
事

は
窺
え
て
も
彼
が
他
の

学
僧
と
共
同
し
て
編
纂
に
取
り
組
ん
で
い
た
事
が
窺
え
る
様
な

一
文
は

無

い
よ
う
で
あ
る
。
よ

っ
て
良
算
と
興
玄
が
共
同
し
て
編
纂
に
あ
た

っ

た
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

よ

っ
て
興
玄
の
編
纂
し
た
部
分
は
奥
書
か
ら
推
論
す
る
限
り
で
は
非

常
に
少
な
い
た
め
、
良
算
が

『
同
学
砂
』
の
大
部
分
を
編
纂
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
察
し
て
来
る
と
良
算
、
興
玄
以
外
の
学
僧
が

『
同
学

砂
』
の
編
纂
に
拘

っ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
が
、
富
貴
原
章
信
博

士
等
は

『
同
学
鋤
』
の
編
纂
に
は
貞
慶
の
指
導
、

監
修
が
あ

っ
た
等
の

『
唯
識
論

同
学

砂
』

の
編
纂

上
の
問
題

に
関

す
る

一
考
察

(
城

福
)
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『
唯
識
論
同
学
妙
』

の
編
纂
上

の
問
題
に
関
す
る

一
考
察

(
城

福
)

(
1
3
)

旨
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

そ
こ
で
次
に

『
同
学
砂
』
の
編
纂
に
貞
慶
が
拘

っ
た
か
否
か
と
い
う

事
を
論
じ
て
み
た
い
。
本
論
文
に
お
い
て

『
同
学
砂
』
の
編
纂
に
貞
慶

が
ほ
と
ん
ど
拘
ら
な
か

っ
た
と
す
る
の
は
次
の
理
由
に
よ
る
。

(一)

『
同
学
砂
』
の
成
立
当
時
の
奥
書
、
識
語
に
全
く
貞
慶
の
名
が
見
ら

れ
ぬ
事
。

(二)
先
の
(
B
)で
触

れ
た

よ
う

な

「良
算
同
学
紗
」
、
「良
算
等
所
撰
同
学

砂
」
と

い
う
記
述
に
つ
い
て
、
も
し
貞
慶
が
直
(接
編
纂
に
拘

っ
て
い

た
な
ら
、
こ
れ
ら
の

一
文
は
当
然
日
本
法
相
唯
識
思
想
史
上
最
も
高

名
な
大
学
僧
の

一
人
で
あ
り
、
良
算
の
師
で
も
あ
る
貞
慶
の
名
を
先

に
記
す

は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の

一
文
に
は
ど
れ
に
も
貞

慶
の
名
が
見
出
せ
な
い
と
い
う
事
。

(
1
4
)

(三)

『
明
本
抄
日
記
』
の
遺
言
で
貞
慶
は
示
寂
す
る
数
ケ
月
前
に

『
尋
思

砂
』
に
関
し
て
心
配
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、

こ
の
時
点
で
未
完
成
で

あ
り
、

貞
慶
が
編
纂
に
拘

っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
当
然
何
等
か
の
言

及
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

『
同
学
砂
』
に
つ
い
て
何
等
語
ら
れ
て
い

な
い
事

な
ど
で
あ
る
。

先
述
し
た
如
く
富
貴
原
博
士
は

『
同
学
砂
』
の
編
纂
に
は
貞
慶
の
指

導
、
監
修
が
あ
っ
た
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

『
同
学
砂
』
成
立
当
時

の
興
玄
の
奥
書
に

(
1
5
)

或
守
先
哲
筆
跡
。
或
任
師
匠
遺
訓
。
多
加
愚
謀
。
狼
汗
真
説
。

と
い
う

一
文
が
あ
る
事
と
、
興
玄
が
貞
慶

の
弟

子
で
あ
っ
た
事
か
ら
論

じ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
関
し
て
は
先
に
述

べ
た

よ
う
に
、

こ
の
奥
書

に
あ
る

「
師
匠
」
は
貞
慶

で
は
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
、

こ
の
一
文
に
基
づ
い
て

『
同
学
砂

』
の
編
纂
に
貞
慶
の
指

導
、
監
修
が
あ
っ
た
と
す
る
富
貴
原
博
士
の
説
が
誤
り
で
あ
る
事
は
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
貞
慶
が

『
同
学
砂
』
を
編
纂
し
た
と
伝
え
る
古
記

録

は
、
現
時
点
知

る
限
り

で
は
、
結
城
令
聞
博
士

の

『
唯
識
学
典
籍

(
1
6
)

志
』
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る

『
瑞
玄
』
、
『
謙
順
』
両
録
の
記
述
及
び

『
諸

(
1
7
)

宗
章
疏
録
』
等
の
記
述
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
三
本
の
記
述
は
ほ
ぼ
同
文

で
あ
る
。
今

『
諸
宗
章
疏
録
』
に
よ
る
と

(
1
8
)

良
算
興
玄
等
艸
創
、
貞
慶
大
徳
編
集
、
置
今
題
目
、

と
あ
る
。
し
か
し
こ
の
記
述
が
誤
り
で
あ
る
事

は
結
城
博
士
が
既

に
前

(
1
9
)

掲
書
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
同
学
紗
』
の
編
纂
途
中

で
貞
慶
が
示
寂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
察
し
て
来
る
と

貞
慶
が

『
同
学
砂
』
の
編
纂
に
拘

っ
た
と
は
考
え
難

い
の
で
あ
る
。

次
に
龍
大
本

『
同
学
砂
』
に
は
、
そ
の
書
写
者
で
あ
る
清
慶
の
も
の

と
思
わ
れ
る
識
語
で
興
味
あ
る

一
文
が
存
在
す
る
の
で
そ
の

一
部
を
新

資
料
と
し
て
紹
介
し
た
い
。
(尚
原
文
に
は
送
り
が
な
返
り
点
は
な
い
)

ガ

ピ

コ
ノ

ヲ

ネ

ヲ

ヘ

ヲ

ス

ヲ

傳

聞
興
玄

良
算

拾
二
古
言

一
。尋
二
先
訓

一添
二
私
懐

殉
決
二
揮
第

一
之
撰

篇
組

成

ハ

リ

ハ

ス

ヲ

ス

熟
遂
使
□
般
若
毫
之
日
揚
文
義
蓋
レ美
。
而
准
二因
明
同
学
記
耐
難
好
鵬
-而
是

ス

ト

ニ

ズ
ル
ノ

ナ
リ

リ

ヲ

ス

ヲ

構

二
同
學
抄

殉
暗
慮

二
阿
難

同
學
経

二之

号
。
自

麟
掬
レ
筆
而
痕
二
於
首

題
殉
従
レ

ニ

ハ

テ

フ
ナ
リ

ト

ノ

ハ

ハ

テ

フ
ナ
リ

ト
 

 

余
以
来
衆
人
學
而
唱
二
同
学
抄
一
。末
懸
賢
覧
或
重
云
二
観
菩
問
答
抄
殉
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こ
れ
に
よ
る
と
興
玄
、
良
算
の
編
纂
し
て
い
た
も
の
に
貞
慶
が
自
ら

筆
を
取

っ
て

『
同
学
砂
』
と
い
う
名
を

つ
け
た
事
が
窺
わ
れ
る
が
、

こ

の
記
述
と
先
の

『
諸
宗
章
疏
録
』
等
の

一
文
が
題
目
を
貞
慶
が

つ
け
た

と
い
う
事

で
符
号
す
る
事
か
ら
、
あ
る
い
は
貞
慶
は

『
同
学
砂
』
と
い

う
題
目
を

つ
け
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
後
の
人
が
誤

っ
て
編

纂
者
の
一
人
と
し
て
数
え
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

富
貴
原
博
士
は
同
学
の
人
々
に
よ

っ
て
編
纂

さ
れ
た
事
を

『
同
学

(
2
1
)

砂
』
と
い
う
名
が
よ
く
表
わ
す
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、

こ
の
清
慶

の

識
語
に
よ
る
限
り
で
は
単
に
同
学

の
人
々
に
編
纂
さ
れ
た
た
め
に

『
同

学
鉛
』
と
い
う
の
で
は
な
く
、
『
阿
難
同
学
経
』
や

『
因
明
同
学
記
』

に
因
ん
だ
名

で
あ
る
と
い
う
事
に
な
る
。
ま
た

『
同
学
砂
』
は

『
観
菩

問
答
抄
』
と
も
呼
ば
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に

『
同
学
鋤
』
と

い
う
名
が

『
阿
難
同
学
経
』
や

『
因
明
同
学
記
』
の
名
に
因
む
と
い
う

事
、
及
び

『
同
学
砂
』
が

『
観
菩
問
答
抄
』
と
も
い
わ
れ
た
事
を

『
同

学
砂
』
の
題

目
の
由
来
と
異
名
に
関
す
る

一
つ
の
仮
説

と
し
て
み
た

い
。以

上
の
よ
う
に
考
察
し
た
結
果
か
ら
推
測
し
て
み
る
と
興
玄
の
編
纂

し
て
い
た
砂
物
を
良
算
が
引
き
つ
ぎ
そ
の
大
部
分
を
完
成
し
、
そ
の
途

中
で

『
同
学
砂
』
と
い
う
題
目
の
み
を
貞
慶
が
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
な

い
事
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち

『
同
学
砂
』
は
そ
の

一
部
に
興
玄
の
編
纂
し
た
部
分
が
入

っ
て

い
る

が
、

大

部

分

を

良

算

が

編

纂

し
た

と

考

え

ら

れ
、

貞

慶

は
直

接

に

は
編

纂

に
拘

ら

な

か

っ
た

と
考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

よ

っ
て

『
同
学

鋤

』

の
編

纂

者

は
良

算

と
興

玄

で
あ

り
、

特

に
良

算

が

『
同

学

砂

』

の
大

部

分

の
編

纂

者

と
見

て
よ

い

と
考

え

る

次
第

で
あ

る
。

1

大
正
七

二

・
四
五
六
b
-

c
。

2

『
明
本
抄

日
記
』
(
大
正
六
九

・
五
〇
六
b
-

c
)

等
。

3

大
正
六

六

・
二
六

a
。

4

龍
大
本

『
同
学
鋤
』
第

六
巻

の

一
。

5

龍
大
本

『
同
学
砂
』
第

六
巻

の
二
。

6

龍
大
本

『
同
学
鋤
』
第

六
巻

の
八
。

7
、

8

『
同
学
砂
』

の
奥
書

を

大
正
蔵
経
、

大
日
本
仏
教
全
書
及

び
龍
大

本

の
三
本

で
補

っ
て
考
察

し
た
。

9

仏
全
七

六

・
二
六
二
b
。

10

『
諸
嗣
宗
脈
記
』
「
法
相
宗
派
図
」
、
『
本
朝
高

僧

伝
』

(
仏

全

六
三

・
九

二
)
。

11

大
正
六

六

・
四
九

四
c
。

12

大
正
六

六

・
五
九

五
b
。

13

富
貴
原
章
信
著

『
日
本
中
世
唯
識

仏

教
史
』

一
〇
〇
-

一
〇

一
頁

及

び
、

太

田
久
紀
著
仏
典
講
座

『
観
心
覚
夢
紗
』

二
九
頁
等
参
照
。

14

大
正
六
九

・
五
〇

五

c
-
b
。

15

9

に
同

じ
。

16

結
城
令
聞
著

『
唯
識
学
典
籍
志
』

四
五
三
頁
参
照
。

17
、

18

『
大

日
本
資
料
』
第
四
編
之
十
二
、

三
〇
四
頁
。

19

結
城
令
聞
著

『
唯
識
学
典
籍
志
』

四
五
三
-

四
五
四
頁
参
照
。

20

龍
大
本

『
同
学
紗
』
第

五
巻

の
三
。

21

『
唯
識
論
同
学
砂
』
解
題

(
仏
全
九
七

・
一
六
二

c
)
参

照
。

(龍
谷
大
学
大
学

院
)

『
唯
識
論
同
学
紗
』

の
編
纂
上

の
問
題

に
関
す

る

一
考
察

(
城

福
)
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